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平成１７年度科学研究費補助金（基盤研究（C)）（課題名：「高密度クォーク物質中での強
磁性相の自発的生成と強磁場の出現に関する研究」）分担研究者
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京都大学大学院理学研究科物理学第二専攻博士課程

博士（理学）

最終学歴

現在の専門分野

研究課題 有限温度・密度物質での相転移現象

Analysis of
the Phase
Strucure of
Thermal QED
through the
HTL Resummed
Dyson
Schwinger
equation
 -A Gauge
"invariant"
Solution -

平成１８年１１月 有限温度QEDにおけるカイラル相
転移現象のDS方程式による解析
のゲージ依存性について調査
し、WT恒等式を拘束条件とする
方法で、物理的な解を導いた。

（学会発表）

Joint Meeting of
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Particle Physics
Communities


